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I はじめに

カナダは，政治的にはイギリスの，そして経済的にはアメリカ合衆国の影響を強く受けてきた国で

ある. 1970年代に入り，イギリスでは地理学がますます発展し 1980年代にはその全盛期をむかえる

一方ペ合衆国では地理学専攻学生の減少や相次ぐ地理学科の廃止で，地理学の前途が危ぶまれてい

る2) このような対照的傾向のなかにあって，カナダの地理学は，現在，どのような状況におかれて

いるのであろうか.今後， これまで以上に重要な地位を占めるようになるのであろうか.それとも合

衆国と向じ停滞の道をたどるのであろうか.

本報告は， 日本ではあまり紹介されていないカナダの地理学の特色や動向について，学会・スタ y

ブ@専門領域・学術雑誌・力 1)キュラム・大学院教育・就職などに焦点をあてながら考察するもので

ある，大学関係の報告が中心であり，初等・中等・高等教育あるいは研究所や連邦・州政府における

地理学の役割や活動についてはふれることができなかったことを最初にことわっておく.

E カナダ地理学の歴史

今世紀初期までは，地理学は中・高等の学校教育で教えられていただけであり，大学レベルでは講

義題目に取り上げられてはいなかった.中・高等の学校教育においては， フランス語圏のケベック州

ではフランスの制度が，英語圏諸州ではイギリスの告!J度が導入されていた.

大学における地理学の講義は， 1910年，モントリオー jレ大学のSchoolof Higher Commercial 

Studiesで HenryLaureys教授によって初めて行われたとされているが，独立した学科としては存

在していなかったむ.モントリオール大学での正式な地理学科の設立は， 1947年まで待たなければな

らなかった.r地理学jという名称をもっカナダで最初の学科は， 1922年にブリティッシュ・コロン
ビア大学で生まれた. しかしこの学科は地質学との合併学科(地質・地理学科)であり， 1945年ま

では地理学の講義は自然、地理学だけであった. しかも教鞭をとっていたのは地質学者であった. この
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ように20世紀初頭の段階では， カナタの地理学は，モントリオール大学の地理学者とブリティ yシュ

.コロンビア大学の地質学者によって講義されていただけであった.

カナダにおいて，最初の単独で、正式な地理学科Departmentof Geographyは， 1936年lこGriffith

Taylorlこよりトロント大学に設立された.彼は，合衆国のシカコ大学やオーストラ 1)アのシドニ一

大学で教鞭をとったことのある著名な地理学者であった.地理学科の設立後， 1940年には地陛学専攻

者のためのコースHonoursCourseがスタートし，同時に大学院学生の募集も始まった.当日寺，1世HU

学専攻の卒業生は，主に教員として就職していったり. 1944年に，最初]のPh.Dの学{立が， Taylor 

教授の指導の下 l字国人の学生に与えられた. トロント大学地理学科の設立から 2年後の1938年には，

オンタ 1) オ州ロンドンにあるウエスタン・オンタ 1) オ大学の地質学科で，合衆国から招lf~与されたE

G. Plevaにより地理学の講義が始まった 0949年に地理学科として独立). 1942年には，オンタ 1)オ

州ハミルトンのマ y クマスター大学で地理学科が新設され， トロント大学に次ぐ 2番目の地理学科を

もっ大学となった.

第2次世界大戦中，地理学(地政学)は防衛・戦略j二重要な役割を担い，その重要性・必要性を国

民に認識させた5) 地理学専攻学生の多くが軍や政府に雇用され，また大学の地理学研究室には多大

な研究費や謁査費が提供された. Iカナダでは戦争が地理学を作った」といわれるが，それはこのこ

とをさす6)

これを契機に，戦後になると，多くの大学で地理学科が短期間に次々に設立されていった. 1945年

に，イギリスで教育を受けたG.H. T. Kimblei)によりマギル大学(モントリオール)で地理学科が

誕生した. 1947年にはモントリオール大学で地理学研究所が，そして同年ラバル大学て、地理学科が開

設された. 1949年になると， ウエスタン・オンタ 1)オ大学では従来の地質学科から独立し，地理学科

は単独学科に昇格した. 1947 -49年の時期には， トロント大学の地理学科は， 1， 000人の登録学生を

有するほど人気があった.それに相応して地理学教官の数も増え，学科の規模も大きくなっていっ

た8) この時期に， トロント大学の伝統となっている野外実習がD.F. Putnamの指導の下に取り入

れられ，多くの地域調査報告を生み出す下地が作られた.

1950年には， 8大学が正式な地理学科を有していた.大学院修士課程は 6大学に，そして博士課程

は3大学に設置されていた.さらに1950年から70年にかけて地理学科の設立が相次ぎ，カナダの主要

大学のほとんどで地理学科が存在するまでになった. こうして地理学の研究体制が急速に充実し，カ

ナダ地理学の土台作りはこの早い時期に完了した. しかし 1970年以後のカナタでは， トロントのラ

イアソン・ポリテクニカル研究所(学部学生を受け入れており，大学の機能を果たす)において，

1974年に地理学科が開設されただけである.

E 地理学科と地理学研究者

阻-1 地理学科の特色

カナダには，現在，地理学科を有する大学が30ある.そのうち25の大学が修士課程のプログラムを，
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そして20の大学が博士課程のプログラムをもっ9)(第 1表)• ウィンザーからケベ y クに至るカナダ@

メガロポリス地帯に19の大学が集中する.大西洋沿岸諸州(ニュー・フランズウィ y クナト1，プリンス

・エドワード・アイランド州， ノバ・スコシアナト1，ニューファンドランド州)では，地理学の博士課

程をもっ大学は存在しない.わずかに修士課程をもっニューファンドランド・メモリアル大学がセン

ト・ジョンズにあるだけである. フランス語閣のケベック州には6大学が存在し フランス語による

教育が行われている大学は3大学(ラバル大学，モントリオール大学， シェブロ y ク大学)である.

第1表地理学科のあるカナダの大学1)

大 二子 名2) l地理学科l大学説 教宮妻子)
学生登録人数

設立年 修士 博士 学部 修士

ア ノレ ノt 一 タ 大 弓hふ乙1， 1957 。。 24 62 28 
フ フ ン ド ン 大 弓み斗Z二. 1962 8 30 
ブリティ y シュ・コロンピア大学 1922 。。 25 174 25 
フ ロ y ク 大 弓二 1964 9 100 
カ jレ ガ 大 学 1961 。。 16 153 25 
カ Jv ト ン 大 学 1949 。。 23 199 13 
コ ン コ Jv ア ア 大 学 1959 9 240 
ゲ jレ フ 大 A一子以， 1966 。。 17 130 16 
フ ノt ノレ 大 Aづ斗l二， 1948 。。 26 189 54 
て7 一 ト ノt 大 学 1951 。。 17 150 13 
て才 ギ ノレ 大 学 1945 。。 15 113 21 
て7 ‘y ク マ ス タ 大学 1942 。。 18 225 17 
ニューファンドランド・メモリアル大学 1960 。 22 260 5 
モ ン ト オ ル大学 1947 。。 15 176 38 
オ タ ワ 大 A寸U二，ー 1951 。。 18 163 11 
ク ウ イ ン ス 大 λ守以二， 1960 。。 20 268 29 

、ノ ヤ イ ナ 大 学 1966 。。 8 75 14 
ライアソン・ポリテクニカノレ研究所 1974 13 190 
サ ス カ チ 二L ワ ン 大学 1960 。。 15 90 17 
、/ コニ フ ロ "J ク 大 学 1963 。 17 151 13 
サイモン・ フレーザ大学 1965 。。 21 247 20 
ト ロ ン ト 大 ，寸u二fー， 1935 。。 38 356 65 
ト レ ン ト 大 学 1968 。 11 190 5 
ビ ク ア 大 主弓注ι二 1949 。。 13 160 28 
ウ オ タ jレ 大 学 1962 。。 29 125 8 
ウエスタン・オンタリオ大学 1938 。。 20 160 17 
ウィルフ 1) ッド・ロウ 1) エ大学 1960 。 15 295 28 
ウ イ ン ザ 大 学 1965 。 15 170 7 
ウ イ 一 ぺ グ 大 学 1964 15 222 
ヨ ク 大 学 1962 。。 32 603 19 
資料:AAG (989) : Guide to Departments of Geography in the United States and Canada， 

1989 -1990. 
CAG (989) : Canadian Association of Geographers Directory， 1989， 237p. 

注 1)数字はすべて1988年8月......1989年 5月におけるものである.

持土
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2 )この表にはCanadianAssociation of Geographers Directory掲載の43大学のうちの30大学のみ
表示しである.残りの13大学は学科自体をもたなかったり，学科の規模がきわめて小規模なもので
ある.

3 )講師以上の専任教官数を示しである(名誉教授等は含まなし¥). 
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地理学教宮の人数は， トロント大学が最大で， 1989 -90年度で教授は名，準教授21名，助教授3名

を擁する.ついで， ヨーク大学 (32名)， ウォータル一大学 (29名)， ブ')ティ yシュ・コロンビア大

学 (25名)の般にスタ yフ数が多い.次に学生登録人数をみると，学部レベルでは， ヨーク大学 (60

3人)， トロント大学 (356人)，修士レベルでは， トロント大学 (65人)， ラバル大学 (54人)，そして

博士レベルでは， ラバル大学 (55人)， トロント大学 (26人)が上位を占める.学部学生が多い大学

で必ずしも大学院学生の人数が多いとはI~N らず，学部教育に重きをおく大学があれば，大学院教育に

比重がある大学，両方に力をいれる大学ありとさまざまである.

合衆毘とカナ夕、の地理学科の規模を比べてみよう.合衆国には，地理学科をもっ大学が210校，そ

のうち修士課程をもっ大学が138校，博士課程をもっ大学が51校存在する 10) カナダの人口規模が合

衆国の10分の lであることを考えると，合衆国と比べてカナダは人口のわりに地理学科の数が多いこ

とがわかるであろう.特にカナダにおける博士課程フ。ログラムの充実は目をみはるものがある.合衆

国で、博士課程をもっ大学の数は，カナダの2.6倍にすぎない. 1地理学科当たりのスタ yフ数や学生

数に関しでもカナダのほうが規模が大きい 1]) Wheelerの集計したデータ(博士課程フ。ロクラムを

もっ合衆国47大学，カナダ18大学を調査)によれば，カナダの大学では 1地理学科当たりの教官数は

19. 1人に達するのに対し合衆国ではわずか12.7人にすぎない]2) 

m-2 大学教官の学問的バ yクグラウンド

カナタの大学の地理学教官は， ほとんどが博士の学位 (Ph.D)の称号をもっ.各地理学科におけ

る教官の学位取得大学はさまざまで，特定の大学への片寄りはみられない.学位取得大学の研究室に

そのまま残り，教宮となり教鞭をとるといった例はそれほど多くない.設立が古く規模の大きいトロ

ント大学， ウエスタン・オンタ')オ大学，マ y クマスター大学， ブリティッシュ・コロンビア大学を

例にとると，現在の所属大学と学位取得大学が同じである教官は，それぞれ7人， 3人， 2人， 6人

にすぎない. スタッフの多くは他の大学で学位を取得している.教官の大学問移動も若い世代を中心

に活発である.地理学専攻学生についても向様なことがいえ，同じ大学で，学部から修士課程を経て

博士課程へと進む学生はそれほど多くない.自分にとって最良の研究条件を獲得できる大学への転学

は決してめずらしくはない.カナダには，学問的スクール(学派)はあっても，いわゆる学閥や向窓

会的意識はきわめて弱い.

カナダの大学教官の学位取得国をみてみよう(第2表).調査対象504名のうち，カナダの大学で学

位を取得した教官が213名と42.3%を占める.ついで合衆国143名 (28.4%)，イギリス98名 09.4%)

と続く.半分以上の教官が，学位をカナダ以外の留で取得している. フランスで学位を取得した教宮

は21名いるが，ほとんどがケベック州の大学で教鞭をとっている.オーストラリアとニュージーラン

ドで学位を取得した教宮が，それぞれ 7名， 3名存在するのは注目に値する. これら両国は英連邦に

所属し古くからカナダと学術的交流が深い留である.サバテイカル時に，カナダの学者がオースト

ラリアやニュージーランドを訪問したり，あるいは逆に両留からカナダへ研修にくるといった例は多

い.カナダの大学には，両国からの大学院留学生も多い.
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第 2表 カナダの大学における地埋学教官の樽士号取得国
単位・人

fJJ11 
ドイツ

ニューゾ その他
合計

合衆国 ラリア ーランド の国

1969年以前に取得 3 2 11 171 

1970年以後に}f'!(得 178 I 85 I 48 I 13 I 3 4 333 

1I二L1 213 I 143 I 98 I 21 I 7 4 3 15 504 j) 

資料:AAG (989) : Guide to Departments of Geography in the United States and Canada， 1989 
-1990， 

在 1) 1)ジャイナ大学の教官8名については博士号取得年が不明なので除外. また取得年月や取得患が不明

な32名もこの表には含まれていない.

教授級の大学教官と準教授・助教授級の若い世代の教官との間には，博士号取得国に関して大きな

差異が認められる.カナダの大学で学位を取得している教官のうち， 1969年以前に取得した教官は35

名にすぎないのに， 70年以後に取得した教官は178名にものぼり， 69年以前に取得した人数の5.19倍

に達している.合衆国での取得では， この比率は1.47倍，そしてイギリスでの取得ではO.96倍にすぎ

ない.近年，いかに多くの教宮が外国ではなくてカナダ国内で博士号を得ているかがわかる. 70年以

降のカナダにおけるこの急増は， 50年代以降多くの大学で博士課程が開設されたことに対応する. こ

れらの大学の博士課程の講座は70年代に入って充実し各大学は質の高い博士号取得者を多数送り出

すことに成功したのである. 1980年以降に博士号を取得した教官についてみると，カナダの大学での

取得割合はさらに高まっている 13) カナダの大学で簿士課程の教育が近年非常に充実するように

なったあらわれであろう.

なお，新しい大学では，カナダ国内で学位を取得した教官の割合が高く，また年齢層も低い.ちな

みに， 1968年に設立されたトレント大学では， 11名の専任教宮のうち， 70年以前に学位を取得した教

官は2名にすぎず，残りの9名は70年以降に学位を取得した若い教官である.また外国で学位を取得

した教宮は3名だけで， 8名はカナダ国内で学位を得ている.カナダで一番新しく設立されたライア

ソン・ポリテクニカル研究所の地理学科では， 13名の学位をもっ教宮全員が， 70年以降に， しかもカ

ナダ国内の大学で学位を取得している.

国境を接するという地理的特殊性や高度な学問レベソレを有した大学が多いこともあり， 70年以降も，

カナダの大学に所属する地理学教宮のうち合衆国内で85人が学位を得ている.それと比べて地理学教

官の供給国としてのイギリスの落ち込みは著しい.イギ 1)スの大学は， 1950-60年代においては，自

然、地理学者の養成で重要な役割を演じ人文地理学者を含めカナダへ多くの地理学者を送りだしたが，

60年代に入ると，徐々にそのシェアを合衆国の大学に奪われはじめ，さらに70年代以降は，カナダの

大学の台頭により，さらに影がうすくなってしまった.

第3表は，カナダの大学に在籍する地理学教官の博士号取得大学を国別に整理したものである.カ

ナダにおいては， トロント大学が最高位にランクされ， 40人がこの大学で博士号を取得している.40 

人のうち34人は， 1970年以後に博士号を得た若い世代の教宮である.ついでお人のマギル大学が続く
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が， このうち13人は， 1969年以前に博士号を得た高年齢の教官で・ある. したがって， 1969年以前にお

いては， トロント大学と比べてマギルー大学のほうがより多くの大学教官を輩出していたといえる. 3 

番呂のマックマスター大学に関しては， 69年以前の博士号授与者は2人にすぎない. 4番目のウエス

タン・オンタリオ大学まで加えて，カナダ国内で学位を取得した全地理学教官の57.7%をこれら 4大

学が占める. これらの大学はビ yグ4とよばれ，いずれも1950年以前に地理学科が設立された伝統の

ある大学である.なお，ケベ y ク州のフランス語i習の大学では， ラパル大学出身の教宮が多い.

第3表 カナダの大学に在職する地理学教官の博士号取得大学
(単位人)

カ ナ ダ アメ 1)カ合衆圏 イ ギ ス

トロント大学 40 シカゴ大学 13 ロンドン大学 26 
マギル大学 33 ウィスコンシン大学 12 エジンバラ大学 10 
マックマスター大学 28 ワシントン大学 11 ブリストル大学 7 
ウエスタン・オンタリオ大学 22 クラーク大学 11 ケンブリッジ大学 ? 

ブ1)テイツ‘ンュ・コロンビアブ寺 16 コロラド大学 7 リパプール大学 5 
ウォータル一大学 14 ミネソタ大学 7 
アルパータ大学 14 ミシガン州立大学 7 
ラバル大学 12 アイオア大学
オタワ大学 6 カ1)フォルニア大浮(パークレー) 6 
モントリオール大学 5 カリフドレニア大津(ロサンゼルス) 5 

ペンシルバニア州立大学 5 
オハイオ州立大学 5 

資料 :AAG (1989) : Guide to Departments of Geography in the United States and Canada， 1989 
-1990. 

注:5人以上の地理学教宮を有する大学のみを表示.

アメリカ合衆国における簿士号取得大学に関しては， シカゴ大学出身者が13人と最も多い. しかし

そのうち 8人は1969年以前に博士号を取得した教官であり， 70年以降はカナダ人地理学者の供給大学

としてのシカゴ大学の地位は弱まっている. トロント大学にはシカゴ大学出身者が5人在籍しその

うち 4人は教授で，いずれも69年以前に博士号を取得している. 1970年代のトロント大学地理学科を

リードし，現在でも活躍を続けているこれら 4教授 CBourne，Burton， Simmons， Whitney) は，

カナダ地理学界の発展に多大な貢献をなしてきた.なお， 1970年以降の博士号取得教宮に限定すると，

クラーク大学が8人で第 1位となり， シカゴ大学の 5人を抜く.

イギリスに関しては， ロンドン大学が26人と圧倒的多数を占めるが， 1970年以降の取得者はそのう

ちの10人にすぎない.カナダの地理学界がまだ発展途上の段階にある時期には， ロンドン大学出身者

はカナダ地理学の形成に大きな影響を与えたが，その役割も70年代以降は小さくなった. これに対し

てエジンバラ大学とブリストル大学は， 70年以降の取得教官がそれぞれ?人と 6人へと増加し 69年

以前と比べてその比重を増してきている.なお， この表には掲載されていないが，フランスについて

は， ストラスフ寸ルグ大学出身者が4人と最も多く，ケベック州の大学に人材を供給してきた.
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国-3 カナダ地理学会

カナタの地理学研究者のための全国的組織であるカナ夕、地理学会CanadianAssociation of 

Geographersは， 1951年に50人の地理学者が集い設立された.初代会長はトロント大学のD.F.

Putnamで‘あった I4) I可Il~Î に学会誌The Canadian Geographerが発刊された. 17号を数えた時点

で年4回発行に増やされ， 1991年現在35巻を数える. 1964年からは，毎年，学会員名簿と前年の会員

執筆論文名を掲載するDirectory(News Letterとよばれた時期もある)が発行されるようになった.

さらに1983年には応用地理的色彩の強いTheOperational Geographerが発-刊され，現在に至って

いる. この雑誌はAAGにおけるTheProfessional Geographerの役割に類似している.現在では

年 4回発行されている.

毎年， カナダ地理学会は全国レ

ベルの学術大会を開くが，最近は

比較的新しく地理学科が設立され

た小さな大学で開催される傾向に

ある. これは，主要大学ではすで

に早い時期に何回も大会が開催さ

れており，なるべく重複しないよ

うに異なる大学で大会を開きたい

という学会の方針に基づく.毎回

200'"'-'300名の会員が参加し多様

な研究発表が行われるが，大会の

前後に行われる巡検(フィーノレド

.トリ yプ)も研究活動として重

要な役割を演じている.会員数は，

1988年時で1， 414名であるが(第

4表)，そのうちオンタリオ州居

住者が722名と全会員の半数強を

占める.外国人会員は全体の8.8

%の124名である.そのうちアメ

リカ人は90名である.会員の職業

構成をみると(第5表)，大学教

宮が503名と約 3分の lを占め，

学生403名がこれに続く.

学会員の専門分野をみてみよ

う15) 1985年時の調査であるが，

1， 300名 0985年当時)の会員の

第4表 カナダ地理学会の地域別会員数

| 会員数 |鈴員数に対する割合(%)
オンタリオ州 722 51.06 
ケベック州 147 10. 40 
ブ1)ティッシュ・コロンどア州 144 10. 18 
アルパータ州 105 7. 43 
アメリカ合衆国 90 6. 36 
マニトパ州 51 3. 61 
サスカチュワン州 49 3. 40 
ニューファンドランド州 29 2. 05 
ノノて・スコシア州 26 1. 84 
ニュー・ブロンズウィック州 12 O. 85 
イギリス 11 0.77 
ヨーロッノマ 8 O. 57 
オーストラ 1)ア 5 O. 35 
アジア 5 0.35 
ノースウエスト準州 O. 28 
南アメ 1)カ 3 0.21 
アフリカ 2 O. 14 
ユーコン準州 O. 07 

メと〉コ、 5十 1， 414 100% 

資料:CAGCl988) : Canadian Association of Geographers 
Directory， 1988， 237 P. 

第5表 カナダ地理学会会員の職業分類

職業分類
す

)
対

%

体
合
全
割

大 A弓えl二， 教 民 503 (451) 34. 1 
カ レッ ジ教員 24 ( 13) 1.6 
小等・中等学校教員 30 ( 22) 2.0 
連邦政府職員 83 ( 57) 5.6 
州、i政 府 職 民仁コ 59 ( 35) 4.0 
市・地域レベル職員 27 ( 17) 1.8 
ビジネス・産業従事者 110 ( 71) 7.5 
Aうi二d与 生 403 (238) 27.4 
退 職 者 50 ( 44) 3.4 
そ の 他 184 (29) 12. 5 

よEL3 言十 1473 (077) 100% 

資料:MacKenzie， S. (989) : The status of women in 
Canadian Geography， The Operαtionαl 
Geogrα:pher， 7 -3， p. 7. 
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うち， 自然、地理学333名，人文地理学732名で，残りは両分野にまたがるか，あるいは専門分野が不明

の会員である.専門分野をさらに細分化してみると，多い順に，都市地理学 (234名)，経済地理学 072

名)，歴史地理学 061名)，資源地理学 031名)， J也Jl~学 029名)，潔境計画学 (116名)，地域計画学

014名)，文化地理学(108名)，土地利用学 (93名)となっている. したがって，人文地理学では，

都市・経済に関する研究が，そして白然地理学て、は資源・地形に関する研究が活発であるといえよう.

rv 研究活動と専門領域

rv-1 大学教官の専門領域

第6表は，地理学専門領域を33に分類しアメリカ合衆国・カナダの大学における教官配置状況を

示したものである.

アメリカ合衆国の大学の場合，講座が最も多く関かれているのは地図学(カノレトグラフィー)で，

少なくとも i人以上の教官を配霞している大学は141校に達する.調査の対象となった大学は210校で

あるから， 67%の大学は地図学の教官を擁していることになる.ついで，都市地理学 038学科)， 自

然、地理学(複合領域)030学科)，文化地理学 023学科)のHI員である.

カナタに限ると，最も多いのは，都市地理学 (25学科)であり，ついで地形学，地理情報システム

論(ともに24学科)そして気候・気象学 (22学科)と続く

カナタと合衆国を比較してみると，上位のレベルではそれほど大きな違いは認められないが， カナ

ダにおける地理情報システムGISの卓越は自につく.実に 8害IJの大学で， 1人以上のスタ yフを確保

している. もともと合衆国で発展した分野であったが，現在ではカナダの大学の方がGISの機材や人

材の導入に積極的で、ある.カナタは，国土が広く未開発な地域を多くかかえているため，実用的にみ

ても，地理情報システムの活躍する場は広い.

1学科当たりの地理学教宮数に関して，割合が高い専門分野は，歴史地理学，観光地理学，農村地

理学，社会地理学， i也715学，土壌地理学なとである. これらの専門領域の充実は，人口密度の低さ，

移民の多さ，広大な農村地域，未開発な地下資源，自然、破壊といったカナダ特有の地理的特性に起因

したものであろう.

一方，合衆国と比べて配属の割合が低い専門領域は，政治地理学，地域開発論，地理教育16) 災

害地理学，その他の応用地理学などの分野である.

33の専門領域を，人文地理学，自然、地理学，応用地理学に 3分類してみると，合衆国と比べてカナ

ダでは，人文地理学と自然地理学のスタ y フ数が多く，応用地理学のスタッフ数が少ないといえる.

33の専門領域を統合して， 1学科当たりの専門領域数を算出してみると，合衆国は10.5領域，カナ

ダは15.5領域となる.カナダの大学の方が， 1学科当たりでみて，より多くの専門分野を保有してお

り，多様性に富んでいることがわかる. これは前述した l学科当たりの教宮数(合衆国:12.7人，カ

ナダ:19. 1人)とほほ‘同等の割合であることから，両国ともバランスよく各専門領域の教宮を配置し

ているともいえよう. したがって専門領域数の両国の差異は，地理学科の規模(教官数)の差による

ものと考えられる.
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カナダにおける地理学科の専門領域に 1*1する教官配置を主要大学別にみてみよう(第7表).最も

多くの専門領域を有するのはカルガ、リ一大学である.応用地理学の 3分野(地理教育，災害地巳H学，

医学地理学)を除くすべての分野を担当できる教官を揃えている. 1989年!支のカルガリ一大学の専任

教官は16人であるから， 2つあるいは 3つの専門分野をこなす教官がバランスよく配置されていると

いうことであろう.第2位にランクされるのはトロント大学 (28領域)である 17)ついでオタワ大

学 (27領域)， ウエスタン@オンタ 1)オ大学， ヨーク大学(ともに24領域)と続く.一般に，教宮数

の多い規模の大きい大学では，専門領域の数も多いという傾向が認められる.

しかしながら， ブリテイソシュ・コロンビア大学ゃうノ1、ル大学やサイモン・プレーザ大学なとは，

比較的多数の大学教官を有するにもかかわらず， カバーする専門領域は少ない. これらの大学はある

特定の領域に力をいれ，特色を出している. ブリティ yシュ・コロンビア大学の場合は， Iヨ然地理学，

なかでも地形学と気候学のスタ yフが多い. ラパル大学も自然、地理学，特に地]f-~学が充実し， 5名の

地形学の教官を配置している.サイモン・フレーザ大学では，人文地理学が充実しており，なかでも

経済地理学の分野では6名の教官が配属されている. 自然、地理学のスタ yフは，全教官21名qJ5名に

すぎない.

このように，バランスょくさまざまの専門分野の教官を配蓋し総合性を高めている大学もあれば，

特定の専門分野に特化し，その分野において高度な専門教育を行うよう配慮した大学もある

日T 2 学術雑誌と研究論文

カナタでは各種の地理学関係の学術雑誌が発行されているが，最も代表的で-権威のある雑誌はThe

Canadian Geographer(年 4回， 1951年創刊J)である.その他，定期刊行物としては， The Opera tional 

Geographer(年 4回， 1983年創刊)， The Ontario Geography(年 3[i~l ， 1967年創刊J)， The Albertan 

Geogra pher (年 l回， 1964年創刊)， Western Geographical Series (年 1回， 1970年創刊J)， Cahiers 

de Geographie de Quebec (年 3回， 1956年創刊)， Geographie Physique et Quaternaire (年3

1ヨ， 1937年告l]flJ.ただし1976年まではRevuede Geographie de Montrealと呼称)などがある.最後

の2雑誌は，それぞれケベ y ク州のうバル大学とモントリオール大学に事務局があり， ほとんどの論

文はフランス語で書かれている. これらの他に，地理学研究者が多く投稿している雑誌にCanadian

J ournal of Regional Science (年3回， 1978年創刊J)がある.

一方，不定期の地理学雑誌は，第8表のように各大学地理学科からさまざまな形で出されている.

以上のように，多くの地理学雑誌がカナダで発行されているが， これらの研究雑誌にはどのような

特色があるだろうか.第 9表は， The Canadian Geographer誌の掲載論文を 6つの専門分野に分

けて，その論文本数を1970年から例年まで年代)1慌に示したものである 18) 自然地理学の論文は， ほ

とんとが地形学か気候学の分野に!浪られ，植生地理学や水文学の論文は少ない.自然地理学の論文の

60%は， 1970-76年の間に出されたものであり，自然地理学の論文数は減少傾向が認められる. これ

は， 自然地理学者が， The Canadian Geographer勾誌以外の純粋な自然地理学雑誌に投稿するよう

になったことにもよると思われるが，何よりも，多くの自然地理学者が人間活動がもたらす環境の変
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第 8表 カナダの主要大学の地理学科における不定期刊行雑誌

大学名 雑誌名

アルパータ大学 Studiesin Geography 

MonogTaph 

Occasional Paper 

カールト ン大学

大学

Laboratory Technique Reports 

Occasional Papers 

Geomorphology Series 

ゲルフ

~ 、

Rural Geography Series 

ギル大学 ClimatologicalBulletin 

Clima tological Research Series 

Publications in Tropical Geography 

マ y クマスター大学 DiscussionPapers 

マニトバ大学 ManitobaGeographical Studies 

モントリオール大学 Noteet Documents 

ニューファンドランド・メモ 1)アル大学 Research Notes 

オ

フ

タ ワ大学 OccasionalPaper 

Research Notes 

ル大学 I N山 tD…en山 R山 che
Travaux 

Publications 

告IJ=f1J年

1971 

1974 

1970 

1972 

1967 

1969 

1975 

1967 

1966 

1964 

1974 

1973 

1977 

1976 

1971 

1972 

1974 

1970 

1966 

ゾ ヤ イ ナ 大 ム弓込ι二 Regina Geographical Studies I 1977 

サイモン・フレーザ、大学 Discussion Papers 1978 

ト ロ ン ト 大 Aづムι1. Discussion Paper Series 1969 

Research PU blication I 1968 

レ ン ト 大 λヲムi二， Occasional Papers I 1972 

ビ ク ア 大 ム弓込Z二， Occasional Paper in Geography I ? 

ウ オ ータル一大学 Department of Geography Publication 1971 

Series 

Occasional Papers 1971 

ウエスタン・オンタ 1)オ大学 I Geographical Papers 1964 

ウィルフリッド・ロウリエ大学 I Bibliography and Review of Geography 1974 

ヨ ク

Department Discussion Papers， Occasional 

Papers and Monographs， Special 

Publication 1978 

大学 IDiscussion Paper 
Geographical Monographs 

1972 

1973 

化や資源、の開発が与える自然へのインパクトなど，自然、と人間の関わりに自を向けるようになったか

らだと指摘されている.都市地理学は，カナダでは非常に研究が活発な分野であり，特に1977年頃か

ら論文数が急増している.なかで、も都市システム研究(都市内システムと都市群システムの両方とも)

が盛んである.カナダの都市地理学者による都市システムの概念、や研究方法の提示および実証研究の

蓄積は，他国におけるこの種の研究に大きな影響を与えてきた.



1970 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

1982 

1983 

1984 

合計

第9表 The Canadian Geographer誌にみられるカナダに
関する研究論文の分類(1970一例年)

i也出学方法論 自然:地理学 都市地理学 歴史地理学 地図学

7 8 3 。
3 6 3 。
3 7 2 。
5 5 3 2 

5 2 2 

6 3 。
6 2 

5 2 6 2 。
2 9 2 

3 5 6 2 。
6 。
2 5 3 。

5 3 2 。
3 8 

5 5 2 

54 67 66 31 8 

計量地理学

6 

5 

5 

9 

5 

3 

9 

2 

3 

6 

5 

5 

82 

出典:Robinson， J. L. (1986): Trends in geography in Canada as illustrated by articles 
in the Canadian Geographer， 1970-1984， The CわerαtionalGeographer， 9， 15 -19. 
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歴史地理学に関しては，毎年 2~3 編の研究論文がコンスタントに提出されてきており，年次間で

大きな変動は認められない. I~家的レベルの研究は少なく，地域的レベル，特に南オンタリオに関す

る研究論文が多い.歴史地理学の教宮の多くはオンタ 1)オ州に集中している.

計量地理学の論文は，6分類の中では15年間に82本と最も多い.1963年にTheCanadian Geographer 

誌に掲載された1.Burtonの計量革命に関する論文Quantitativerevolution and theoretical 

geography C 7巻4号， 151 -162)は，当時の世界の地理学者に大きな反響を呼んだ. しかし 5年

ごとに集計してみると， 1970-74年は32本， 1975-79年は29本， 1980 84年は21本と計量地理学の

論文は減少傾向にある. これは，以前ほど計量地理学が盛んでなくなってきていること，計量的手

法の適用が一般化してしまい，特に新しい方法論や手法でない限り，都市地理学や自然地理学な

ど他分野の研究にみなされてしまうこと，より高度な計量地理学的研究は計量地理学の専門雑誌

CGeographical Analysis， Environment & Planning)に投稿されるようになったことなどが原

国としてあげられる.

第10表は， The Canadian Geographer誌の掲載論文における著者の所属大学のランキングを示し

たものである.一般に，博士課程をもっ規模の大きな大学が上位レベルを形成するが， トロント大学や

ウエスタン・オンタ 1)オ大学など，規模は大きいがランキングは低い大学もみられる. これら 2大学の

場合，合衆国やイギリスで発行されている学術雑誌への投稿が相対的に多いようである. またフランス
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調蜜の大学の月官詳文官の論文の少なさ

は， Cahiers de Geographie de 

Quebecや GeographiePhysiq-

ue et Quaternaireなど751Jのフラ

ンス語地理学雑誌への投稿に，よ

り積極的であることに原因がある

ようである.

著者の属性をみてみると(第11

表)，北米で発行されている他の

主要雑誌と比べてTheCanadian 

Geographer誌は，博士課程をも

っ地理学科に所属する教官が執筆

している割合が65.8%と一番高

第10表 The Canadian Geog-rapher誌掲載論文の著者の所属
大学ランキング 0980-89年)

ヨ ク 大 ~~~: 11 
ーー、ァ ギ jレ 大 ~;→ ， 10 
マックマスター大学 10 
ウ オ タ ル一大学 10 
ア ノレ ノ、4 タ 大 "‘}ミJ乙. 8 
ブリティッシュ・コロンビアー大学 8 
オ タ ワ 大 戸ゴ主iー' 7 
サイモン・フレーサ‘大学 7 
ロ ン ト 大 ど+ 7 

U:l典 Wheeler，J. O. (1990) : Publications in leading-North 
American geography journals by Ph. D. -g-ranLing 
departments，1980 1989， The Operational Geogrα'Pher， 
8 -2， 2 -5. 

い.一方，大学教官でない地理学研究者による執筆は0.3%と最も低い.外国人地理学者による執筆

も4.5%と他誌と比べて最低である. したがって， The Canadian Geographer誌は，主としてカナ

ダ国内の大学教官によって投稿されており， どちらかといえば保守的な学術雑誌といえようか.

第11表 北米における主要9地理学雑誌に関する掲載論文の著者の属性

雑誌名
博士課程を 博士課程をもた

非地理学者
外国人

非研究者 メI二L1 
もっ地理学科 ない地理学科 地理学者

The Canadian Geographer 65.8(%) 18.9(%) 0.9(%) 4.9(%) 9.5(%) 100(%) 

Annals of the Association 62. 8 15.7 7. 2 8.0 6.3 100 
of American Geographers 

Economic Geography 49. 7 21. 6 10.3 13.7 4.7 100 

Geographical Analysis 25. 3 3.3 45.0 22. 5 3. 9 100 

The Geographical Review 43. 9 29. 7 8. 9 10.5 7.0 100 

Journal of Geography 36. 8 39. 1 6. 0 10. 9 7.2 100 

Physical Geography 60. 5 15.9 9. 3 6.3 8.0 100 

The Professional Geographer 50. 5 30. 8 1.9 14. 1 2.7 100 

Urban Geography 60. 0 9.3 10.6 15.4 4. 7 100 

合計 (50. 0 20. 0 11. 9 12.4 5. 7 100 

出典:第10表にi可じ.

V 大学における地理教育

V-l 社会科学のなかでの地理学の地位

カナダの大学では，地理学は社会科学SocialSciencesの l部門である.社会科学には，人類学，地

域研究， ビジネス・商業，経済学，環境学，地理学，法律学，政治学，心理学，秘書学， ソーシャル
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-ワーク，社会学が含まれる 19) 社会科学のヰIで，地理学は学生受講数でみてどの程度の地位に位

置づけられるであろうか.第12表によると， 1988 -89年度'において地理学を主専攻にした学生は， カ

ナダ全体で5，103名であった. これは社会科学全専攻生の3.7%を占め， 13分類r:t8位を占める.イギ

リスでは， 1979年のデータではあるが， 14分類[1]6位にランクされ，社会学・生物学・経済学・心理

学を専攻学生数で地理学は上回っている.カナダはイギリスよりは専攻学生が相対的に少ないといえ

る20)

大学院レベルでは，修士課程が社会科学全体の4.7%(570人)，そして博士課程が7.7%(285人)

をIL-める.博士課程で、は， 13分類中 6位に当たる.社会科学の中で，地理学は，上級レベルにいくほ

ど専攻学生数のシェアが高くなる傾向にある. これは， ビジネス・商業・その他の専攻学生数が，学

部では39.1 % (54， 108人)，修士課程で、は36.7%(4，412人)，博士課程では10.0%(369人)と，上級

レベルほど下がっていくのと対照的である.

地理学は男子学生の割合が高い.学部レベルにおいて社会科学全体で、は男子の割合が48.4%なのに

対し地理学では男子が64.1%を占める.修士課程では，男子の割合が65.6%(社会科学全体では

55.0%)，そして博士課程では男子の割合は74.7%(社会科学全体でが56.4%)に達しており，いず

れの場合も社会科学の平均を上回っている. しかも上級レベルにいくほど男子の割合は高くなる.男

子学生の割合の高さは，自然、地理学や応用地理学を専攻する学生の大部分が男子であることに起因す

る.

時系列的にみると，地理学専攻学生は，学部レベルで， 1980-81年度と比較して1988-89年度には

1. 16倍に増加している.しかし社会科学全体の専攻学生数の伸び率は1.47倍に達している. したがっ

て，地理学専攻学生数の社会科学全体に対するシェアは， 4.7% (1980-81年度)， 4.1% (1985-86 

年度)， 3.8% (1987-88年度)， 3.7% (1988-89年度)と年々減少してきている. この減少は，中・

高等教育における地理学登録人数の低迷に大きな原因がある.オンタリオ何十を例にとれば，中・高等

教育における受講人数は1979-87年には299，728人であったのが， 1983-84年には249，188人と 5万人

も少なくなっている(第13表).地理学の受講人数の減少は，中・高等教育の全コースの登録人数の

減少率よりもかなり速い速度で進行しているのである.

大学における地理学専攻学生の減少は深刻である.地理学の講義の 1科目当たりの受講人数が年々

減少し科目数削減に追い込まれた大学もある.現段階では，合衆国の大学ほど危機的な状況には至っ

てはいないが，登録人数や受講人数の減少傾向がこのまま将来にわたって続くようであれば，大学に

おける地理学の弱体化がカナダでも進むかもしれない.

しかし，大学院レベノレではその影響は少なく， t専士課程ではむしろ社会科学内での地理学の地位は，

学生数でみる限り上昇している. 1980-81年度には，社会科学全体に対して地理学の博士課程在籍者

数のシェアは6.4%であったが， 1988-89年度には7.7%へとシェアを伸ばした.カナダでは，現在，

地理学の博士課程プログラムはきわめて充実した状態であるといえよう.
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第13表 オンタ 1):オ州における中等・高等教育における
地理学登録人数の変化(1979一例年)

[jJ等・高等教育に
年変化率

中等・高等教育に
年変化率

度 おける地理学 おける全科目の
呈占E丞K 録 人 数

(%) 
ヌ主主主 録 人 数

1979-80 299， 728 4， 730， 673 

1980-81 283， 507 -5.41 4，579，032 

1981-82 264， 876 -6.66 4， 398， 681 

1982-83 253， 232 -4.40 4， 338， 308 

1983-84 249， 188 -1. 60 4， 305， 409 

出典:Fincher， R. (1985): Improving geography' s public and educational 
profile， The CわerαtionalGeogrα'Pher， 6 ， 3 -5 . 

V-2 地理学のカリキュラムートロント大学を例に一

(%) 

-3.21 

-3.94 

-1. 37 

-0.76 
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学部レベルで提供されている地理学の科呂は多彩である(第14表). 78科呂が開設されており，地

理学のほぼ全領域をカバーする.第14表に示される100番台の入門コースは l年生向けであり， 100'"'"' 

300人の学生が聴講する. 2年になると各科目の専門性が高まり，受講者も50'"100人と小人数になる.

地理学は， B.A.とB.Sc. の学士を授与する.卒業には，次の 5つのプログラムの中から 1つを選

択し所定の単位数を取らなければならない. 1)環境・資源管理 CB.A.)， 2)地理学 CB.A.)， 

3 )歴史・文化地理学 CB.A.)， 4)自然、地理学 CB.Sc.)， 5)都市・経済地理学 CB.A.). 卒業

するためには，通年コースに換算して17科目の単位を取得しなければならない.

第15表は大学院レベ、ルで提供されているコースを示す. 1988-89年度において，修士課程65名，博

士課程26名が在籍していた. 1988-89年度は 4人が博士号 CPh.D)を取得した.大学院学生は，約

半数がカナダ人である.残りの半数は外国人であり，特にイギリス，合衆国，中国からの留学生が多

い. しかしながら，留学生に対する授業料が高額なため(カナダ人や移民の約4.5倍)，最近では奨学

資金を得ていない私費留学生は減少傾向にある 21)

カナダにおける博士号取得者の就職は，現在のところ総じて良好である. Robinsonによれば，

1976-83年にカナダの大学の地理学科で博士号を取得した207名のうち， 65%の134名が大学教宮に

なっており，大学は彼らにとって最大の就職先である 22) このうち53名は外国の大学に就職してい

る. これらの多くは，学位取得後，母国の大学で職を得て帰国した外爵人留学生である. 27名は合衆

国の大学に就職している. 2番目の就職先は州政府，連邦政府，外国政府の行政職や研究識で，約20

%を占める.カナダ連邦政府のなかでは， Environment CanadaやEnergy，Mines and Resources 

やStatisticsCanadaなどの部局の研究部門に学位取得者が採用されている.民間レベルでは， ビジ

ネス関係が4%，そして都市・地域計画や環境アセスメントのコンサルタント業が4%となってい

る23)
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第14表 トロント大学地p日学科において提供されている学部レベルの学科11

GGH 100 Y 1'-1然、地IIJ!学入門

GGI~ 101 Y 資源・ j荒j克・開発

GGR 

GGH 

GGH 

GGR 

GGH 

GGH 

GGH 

GGR 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGR 

GGI~ 

GGR 

GGH 

GGH 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGR 

GGH 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGR 

GGH 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGH 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGH 

GGH 

110 Y 
124 Y 

201日

203 H 
205 H 

206 H 

207 H 

211 H 

220 Y 

222 Y 

233 Y 

239 H 

243 H 

244 H 

246 H 

247 H 

248 H 

249 H 

252 H 

254 H 

256 H 

258 H 

262 H 

270 Y 

276 H 

281 H 

282 H 

301 H 

305 H 

306 H 

307 H 

310 H 

312 H 

313 H 

314 H 

321 H 

323 H 

324 H 

326 H 

327 H 

330 H 

331 H 

332 H 

食糧・農業・人LI

都市化一近年の部!打と都市発l1il

i世!日学

気候学入111]

土壊学入IIF]
水文学人111]

空中写真[刊誌

ー羽田7のj詑!史JiliJll!
地域経済モデル

人仁i池山学人111]

開発に対する環境管FI!

1主WfJi政J台j世間1学

合衆国:景観とコミュニティの発展

ラテンアメ 1)カの歴史地EIl
カナ夕、の地EH

カナタの地域・m.地域主義
連邦iHlJ以前のカナ夕、の歴史地出

現代のラテンアメ 1)カ

113j業地理学

合衆国の地Jm
1)ク 1)エーションJa.理学

連邦制以後のカナダの歴史j出血

コンビュータ地図学

分析手法入門

地理学におけるデータ加工入1]1]

地図学

地図学の技法

計量・環境地形学

植生地盟学

717気候復元の諸技法

土壌.7]<.土地管理

植生地理学の諸問題

気候の自然的基盤

氷河地形学

気候インパクト・アセスメント

地理思想史

人口分析の原理

交通地理学・交通計画学

産業立地論.理論・応用・政策

社会研究方法論

j芝村的土地利用

資源環境理論

都市廃棄物管理

(次ページに続く)



GGl{ 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

JGI 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGH 

JGI 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

GGR 

333 H 

334 H 

336 H 

339 H 

343 H 

344 H 

346 H 

347 H 

350 H 

357 H 

358 H 

359 H 

360 H 

361 H 

363 H 

364 H 

366 H 

371 H 

390 H 

391 H 

392 H 

393百

401 H 
402 H 

403 H 

417 H 

431 H 

436託

446五

461 H 
462 H 

470 H 

491 Y 

(続き)

カナダのエネルギー:地理的政策的諸問題

水資源管理

:lヒアメ 1)カの都千|刊誌史地理

都市地理学，計画と政策的プロセス

変動するr:jJI認のi世理

ソ連.地理学的研究

カナダの都子Il~t函プロセス

変動する日本の地理

環境の認知!と行動

住宅の地理と住宅政策

ソ連:資源分析

都市の空間構造と都市成長

都市化と計画

都市景観の理解

地理的情報処理

カナダの民族集団の歴史地理

トロントの歴史地理

地理学における多変量モデル

地域調査論

研究デザイン

歴史地理学の研究手法

開発に対する環境アセスメントの諸手法

河川地形学

気候モデル論

大気一海洋モデル論

資源環境計画

地域動態論

観光地理学

歴史地理学のアプローチ法

環境のリモートセンシング

地理的情報システム

地理学・計画学における応用線形モデル

研究プロジェクト

資料:Dept. of Geography， Univ. of TOl、onto(1989) : Undergraduate 

Handbook: Your Guide to Geography Courses and Program-

瓜 esat the University of Toronto. 29p. 

注 1)GGRは地理学科独自のコース，JGIは他学科との共通コース.

2) 100番台は l年生， 200番台は2年生， 300番台は3年生，そして
400番台は4年生向けのコース.
3) Yは通年， Hは半期のコース.
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第15表 トロント大学地理学科において提供されている大学院レベルの
コース

指定コース

1011 y 他学科の博士課程在籍者のための特別演習

1101 F 地理思惣史

1102 3 地理思想の現代的諸問題

1104 3 マルクス主義と地理学

1149 H 特定題材の講読

2150 H， Y | 特定題材に関する演習 CJ二級コース)

自然、地理学

1200 H 自然、地理学コアコース

1201 H 斜面の形成とマス・ウェイスティング

1202 H 氷河地形学

1203 L 海岸地形学

1204 H I 土壌侵食研究
1205 H 地形学の理論

1206 H 堆積プロセス論

1304 H 生気候学

1305 F 植生地理学

1306 H 環境測定論

1307 3 植生地理学の諸問題

1308 H 融雪水文学

1310百 | 気候モテ企ル論

1311五 | 大気一海洋モデル論

環境・資源地理学

1400 H I 環境地理学における現代の研究アプローチ法
1402 3 土地管理

1411 F， Y I 自然災害研究演習

1412 3 エネルギー・天然資源政策論

JPG 1413F I 環境アセスメントの諸手法

1417 3 乾燥・半乾燥地域における環境管理

1418 3 都市化地域の農村集落と土地利用

JPG 14193 I 環境アセスメントにおける地域調査

1420 3 観光地理学

1501 3 

1502 F 

1503 F 

1507 3 

都市地理学

都市の空間構造と都市成長

都市・地域システム

環境の認知と行動

住宅と住宅政策

(次ページに続く)



(続き)

経済地理学

1602 S 産業:立地，行動，政策

1603 S 交通システム論

1610 F 地域開発の諸問題

1614 H 地域動態と政策

1651 S 人口分析:研究演習

地誌学・地域研究

1604 Y ソ連の経済地理

1704 Y ラテンアメリカ

1706 S 中国の地域開発研究:1850年から現在まで

1709 S 日本の地域開発

文化・歴史地理学

1700 H I 文化・歴史地理学演習
1701 H 新世界居住プロセス

1702 F 歴史都市地理学

1711 H 経済力と技術力一アメリカ大睦の変化

1713 H 場所と景観

社会地理学

1801 F 社会地理学入門

1802 S 社会地理学:歴史的現代的応用

1803 S リク 1)エーション地理学

地理分析の諸技法

1901 H I 分析手法入門
1902 F I 地理学における行列モデル
1903 S I 地理学における多変量解析
1906 F I 地理的データ処理
1907 H 地理的情報処理

JPG 1909F I 社会調査方法論
1911 F リモート・センシング

1913 S I コンビュータ地図学
JPG1914S I 空間情報システム

資料:Dept. of Geography， Univ. of Toronto (1989) : Graduate 

Studies in Geography， 32 p. 

注 : 2000番台は博士課程用コース， J PGは他学科との共通コース，

Fは秋学期， Sは春学期， Hは両学期にまたがるコース， Lは
l丹にはじまり両学期にまたがるコース， Yは通年のコース.
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日 むすびにかえて-力ナダ地理学の特色

1980年代に入り，合衆国地理学の{亭滞が顕在化するなか， カナタのj也JlH学は安定した地位を保持し

ている.わずカ)50年という短期間の)笠史しかもたないカナタのJilinl~学は， 1980年代I11葉になってやっ

と成熟の段階に達したといえる.

1950年から60年代にかけて， カナダでは多くの大学に修士課程や!IJJ士課程を有する大JJ~f英な j白川!学

科が次々に設立されたが， スタ yフの結保がカナダ内では難しく，人材不足のため多くの外国人j世

間学者に依存せざるを得なかった. 70年代以降，地IHi学科は質-i去ともに充実し優秀な人材の71叩1

に成功し世界的に著名な地理学者を何人もおlf:するまでに成長した.大学ばかりでなく述JI~ ・州政府

の重要な計画立案部門に採用される大学院学生も多く，また合衆国やイギリスの若名な大学lこJ百科さ

れる専門教官も少なくない.

学問領域がさほと細分化されていないこともあって， カナタの地理学が力ノ〈ーする旬以或は広い.伝

統的な地理学諸分野は~¥うまでもなく，環境科学， 自然災害，資語持ち主題， コンビュータ・マ y ピング

などの分野は地理学科に含まれるのが一般的である. これらは地理学科でカリキュラムが組まれ，多

くの学生が地理学の科目として教育を受けている. また地域科学，都市・交通計画学，都市問題，地

域経済学，植物学，造歯学，景観学，建築学，地質学なと隣接諸分野で活躍する地i虫学者も多い. カ

ナダの大学では，付罵機関として多くの研究所が設置されているが，たとえばトロント大学の場合，

環境研究所や都市・コミュニティ研究センターなどでは多くの地理学者が活躍している. 1982年には，

トロント大学地理学科は大学院修士コースを有する都市計画学科を合併吸収してしまった.

カナダの地理学は， 70年代までは，特に自然、地理学が盛んであった. イギリス流の自然、地理学が主

流を占め，なかでも地形学・氷河学そして気候学が充実していた.広大なi重土をもち，豊かな地下資

源を大量にかかえていることもあり，自然地理学に対する国民の期待は大きく，社会的ニーズも高かっ

たのである. 80年代にはし 1ると，純粋な自然、地理学は弱体化し，自然と人間との相互作用を扱う環境

研究が活発化し資源の利用，環境アセスメント，自然災害，人的災害，公害などの研究が盛んになっ

た.最近世界的に関心が高い地球環境問題に対しても，地理学者は積極的に発言し彼らの提言はテ

レビ¥ ラジオ，新聞紙上をにぎわせている.地理的情報システムGISの研究も近年盛んな分野で，世

界的にみてもこの方面の研究をリードしている.

カナダの地理学は，実用科学的色彩を強めている.モニタリング，将来予測，将来計画，政策等に

積極的に関与する.社会が今何を必要としているかに敏感に反応しその社会的要請に敏速に答えよ

うとする姿勢がうかがえる.そして必要とする人材の確保は迅速である. GISの分野などは，アメリ

カ合衆国に先がけて，優秀な研究者を何人も採用している.優秀な人材は，地理学出身者ばかりでな

く，良部会社や他の専門分野(コンビュータサイエンスなど)からも積極的に採用し地理学者とし

て活躍させて，地理学の地位を結果的に高めるといったしたたかさもある.また，テーマによって研

究の助成額は大きく異なる.自然、地理や経済・資源地理，応用地理は研究費がとりやすいが，文化地

理や歴史地理はとりにくいといわれる.
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しかしながら，カナタ地理学のかかえる問題点も多い.第 1に，学部レベルにおける地理学受講人

数の伸び悩みは深刻で、ある.経済学や社会学の受講人数が伸びているのと対照的である. この原因は

2つ考えられる. 1つは， 1970年代中葉以降，大学で地理学科が全く新規に設立されていないことで

ある. もう lつは，前述したように，仁IJe高等教育のカリキュラムの改訂変更により，地理学を学ぶ

生徒が少なくなっていることである.地盟学のL1J・高等教育での地位は今後ますます弱体化すること

が予想される.たとえば，ケベック州のカレッジ(他州の12年生 (Grade12)・大学]年生に相当)

では， 1990年より施行されたカリキュラム改革で，今まで提供されていた地理科目が25から16に減ら

された.特に白然地理学の科呂は10から 5に半減した. この改革により，地理学は主要科目からはず

され，他分野のためのサービス科弓になってしまった. こういった中・高等レベルでの地理学の地位

の相対的低下は{古川、|の教育改革でも多かれ少なかれ認められ，やがて大学における地理学の登録人数

の減少や地理学専攻学生の質の低下をひきおこすのではないかと懸念される. Fotheringhamは，

現在の英白地理学の繁栄・強さの背景として， I~J. 高等レベルにおける地理学のカリキュラムの強化

・充実をあげているが 1) もしそうであれば， カナダでの中・高等レベルの地理学の弱体化は今後，

大学レベルにまで及ぶかもしれない.

第2の問題は，大学教宮の年齢構成の不均衡である. 1960~70年の短期間に多くの地理学科が集中的

に設立され， 70年以降は新規設立が少なくなったため，大学教宮の年齢構成に片寄りがみられるように

なった.特に設立時期の古い大学では，教宮の高齢化が急速に進み，教官定員が増えなし 1小規模地理学

科では，若年の教宮が極端に少ないといった傾向もみられる.大学教宮の新規ポストも少なくなりつつ

あり，学位取得者は大幅に増加しているにも関わらず，大学への就職はせばまりつつある.連邦・州政

府の研究職も，最近では建築学科や土木工学科出身の学位取得者とのはげしい競争にさらされている.

第3に地理学研究者の男女比の問題がある. MacKenzie によると，特にカナダの地理学科では，

女性の就職機会が少ないという 24) 全学問分野では，全大学教官のうち18.6%(1988-89年度)が

女性であるのに対し地理学の場合は9.0%にすぎない.教授クラスになると，女性の地理学者の割

合はさらに低下する. 1988-89年度では，教授 (fullprofessor)はわずか 1人，準教授は 9人にす

ぎない.一方，地理学専攻学生においては，学部レベルでは35.9%，修士レベルでは34.4%，そして

博士レベルでは25.3%が女性であり，かなり高率である. しかもこの割合は年々高まってきている.

今後，女性の大学教官への進出が期待される.

このような問題点を有しながらも，カナダの地理学は着実に成果をあげ，社会的信頼も厚い.わが

国の地理学が学ぶ点も少なくない.以上，カナダ地理学の特色と動向について報告してきた.カナダ

地理学のますますの発展を願ってやまない.

本報告を作成するにあたっては，カナダ政府の研究助成(カナダ講産充実助成FEP)を得た.客員研究員とし

てトロント大学に滞在中 0990年7月から 9月)は，地理学教室のジム・シモンズ教授とラリー・ボーン教授に

お世話になった.以上記して感謝申し上げる.
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This paper attempted to report the present situation of Canadian geography with special 

reference to its history， staffs， research fie1d， department management， graduate and 

undergraduate education， periodicals， associations and research activities. 

Canadian geography had been great1y influnced by American and British geography 

through the introduction of their ways of educating and studying， and the emp10yment of 

prominent professors in the 1950s and 1960s. But in the 1980s， the geography of Canada 

has attained to the mature stage， and has p1ayed an important ro1e especially in the policy-

oriented fie1d including GIS， environmenta1 science and urban planning. 
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